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2)
整
備
イ
メ
ー
ジ
図
・
方
針 

森の「えん」 

との出会いを創る 

東 

1)目標像 

森
もり

 の「えん」 
 
○尾根と谷が入り組む地形変化に、巨木や多彩な 

 植生が展開する樹林景観づくりを基本に、 

・公園内外の景観資源（古木・巨木、地域の歴史

資源等）を巡る自然散策の場とします。 
 

巨木を探り、巡る活動等 

＜尾根・谷が入り組む起伏の大きい地形＞ 

地域の歴史資源等 
活動ポイント 

A.巨木の保全＋観察活動イメージ 

B.西北側エントランスの状況と修景イメージ 

① ヤマザクラ 

② クス 

C.ナシ谷下池の状況と修景イメージ D.中央部出入り口の状況と修景イメージ 

○西北側の出入り口のつづら折れ園路に、見え隠れを 

 演出する疎密のグラデーションのある樹林をつくり、

 誘導効果を高めます。 

○活動等を通じて、ナシ谷下池の堰堤を越えて樹林地内へと周遊する散策路づくりを図ります。 
○中央部出入り口に、トイレ・駐車場を整備します。 

 駐車場周辺に、道路と園地が緩やかにすり付く自然な緑のマウンドを設けます。 

 そのマウンド上には、自然な雰囲気を演出するような形の高木を植栽します。 

○活動等を通じて、奥に向かって疎密のある樹林景を創出していきます。 

Ａ① 

Ａ② 

Ｄ 

Ｂ 

 

Ｃ 

 
○活動等を通じて巨木を保全するとともに、観察・ 

 鑑賞できるように周辺の修景整備を図ります。 

協議３ 
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■ 園路計画平面図（東地区） 

クス巨木 

ヤマモモ巨木 

ヤマザクラ巨木 

ヤマザクラ巨木 

ヤマザクラ巨木 

作業ルートの検討等を含
めた基本計画の見直し 

砂防ダムへの通路
（黒 As 舗装） 
既存ルートの利用 

【今年度実施中の作業】 
①砂防ダムへの通路より西側の測量 
②植生調査 
  ・相観植生図の作成 
  ・巨木等の位置の把握 

【今後の検討(実施)事項】 
○コドラート調査 
○植生調査の結果を踏まえ、林地管理（伐竹）の実施 
  ・巨木の周囲の伐竹の実施 
〇竹林拡大の抑制範囲の検討 
〇林地管理に必要な作業用ルートと散策ルートの検討 
○当面維持管理用として使用するための出入口部の設計（小規模造成含む） 

伐竹 
巨木（資源） 

基本計画の見直し 

作業ルートは基本ルート
に必要に応じて枝ルート
を設けていくイメージ 

維持管理用として使用す
るための出入口部の設計
（一部造成） 


